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Ⅰ 作成にあたって  

～明日からの豊かな実践創造に向けて～ 

 

 

三重県では、2013(平成 25)年 9 月 28 日に施行された「いじめ防止対策推進法」に

基づき、2014(平成 26)年 1 月 29 日、「三重県いじめ防止基本方針」が策定されました。 

私たちはこれまで、いじめは差別であり重大な人権侵害であるとともに、「する人

（加害者）」「される人（被害者）」「はやし立てる人（観衆）」「見て見ぬふりをする人

（傍観者）」など、それぞれの立場が複雑に関係し合う構造的な問題であり、集団づ

くりの課題として捉えることを大切にしてきました。 

先に挙げた「三重県いじめ防止基本方針」においても、いじめを未然に防ぐために、

「児童生徒が、心の通じ合うコミュニケーション能力を育み、規律正しい態度で授業

や行事に主体的に参加・活躍できるような授業づくりや集団づくりを行うことが必要

であり、集団の一員としての自覚や自信を育むことにより、互いを認め合える人間関

係・学校風土をつくることが大切である。」と明記されています。 

 

本冊子では、子どもに寄り添い、そこから見えてきた課題から出発し、子どもたち

や教職員一人ひとりが、互いに認め合い、つながり合い、支え合う集団づくりの実践

事例を取り上げ、実践者の学びのプロセスを具体的にまとめました。 

 三重県人権教育基本方針を具現化し、人権教育をさらに推進していくためには、私

たち自身が日々の実践を振り返り、悩みや葛藤、子どもたちの成長の様子をまとめ、

互いに学び合いながら実践力を高めることが重要です。 

いじめの問題をはじめ、人権問題の解決を自分の課題としてとらえ、状況を変えよ

うとする具体的な行動に結びつく教育の充実を図るため、人権教育ガイドラインや人

権学習指導資料等と併せて、明日からの豊かな実践創造に向けて、本資料をご活用い

ただければ幸いです。 
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子のくらしや成育歴などの生活背景が見えてきます。そして、子どもたち一人ひとり

が、友だちのこと、家族のこと、身体のこと、進路のこと等、さまざまな思いを抱え

ながら生活していることがわかってきます。 

 ひとりの子どもの課題は、周りの子どもにも大きな影響を与えます。また、周りの

子どもたちのかかわりやはたらきかけによって、ひとりの子どもが元気になったりも

します。 

 子どもは、いろいろなことに揺れたり悩んだりします。その姿から、私たちは何に

気づき、何を発見するか。「気になる」ということから出発し、かかわり続ける中で、

見えてくる子どもたちの課題がたくさんあります。 

 

～「綴ること」「語ること」～ 
 「綴ること」や「語ること」を通して、子どもたちが自立し連帯していく取組が、

これまで数多く行われてきました。それぞれ違う生活背景を抱える子どもたちが、互

いをわかり合い認め合っていくためには、自らのくらしを開いていくことが重要にな

ってきます。 

また、自分の伝えたいことを整理し、意識化させていくためにも、書くという活動

を欠かすことはできません。しかし、自分の一番しんどい部分を文章にし、意識化す

ることは、むずかしいものです。そのために私たちは、子どもたちが日々のくらしを

綴るという活動を大切にしてきました。出来事を思い出し、事実をありのままに綴る

という経験を積み重ねていくことが、自分が向き合わなければならない課題を見つめ

るための大きな力となります。 

 課題に向き合おうとする子どもは、自分のくらしや悩んでいることを友だちの前で

語り始めます。また、そのような経験をした子どもは、自分と同じように友だちが語

ったことを受け止められるようになります。 

 自己開示が他者受容へとつながり、そのプロセスを繰り返すことにより、集団のつ

ながりが深められていきます。 

 

～「集団づくり」を進める第一歩～ 
 学校全体で、組織的に集団づくりを進めるためには、子どもをとらえる視点や取り

組む方向性の共有が不可欠です。日常的に情報共有を図り、子どもを取り巻く課題を、

ひとりの教員が抱え込むのではなく学校総体として解決していくことが大切です。 

 若い世代の教職員は、子どもとのかかわりの中で、初めて経験することも多く、悩

みをたくさん抱えている場合が多くあります。わからないことには不安も大きく、自

信ももてないものですが、子どもをとらえる視点や集団づくりの方向性が見えてくる

と、安心感とともに積極性が生まれ、自信をもって課題解決に向かっていくことがで

きます。 

 子どもたちの集団づくりを進める第一歩は、周りにいる教職員の集団づくりを進め

ることです。教職員の集団づくりの進んだ学校では、子どもたちの集団づくりはもち

ろんのこと、日々の教育活動全体が効果的に進められていきます。 
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解説 

 

子どもたちがどんなことに苦しみ、何に悩んでいるかを子どもの姿から明らかにし

ていくことが大事になってきます。子どもたちの抱えている思いが一人ひとり違うよ

うに、その背景にあるものもそれぞれ違います。そこに何があるのかをつかむために、

学校外での子どもたちの生活を知る必要もあると思います。 

 

また、具体的に書き出すためには、一人ひとりの子どもとじっくり対話していくこ

とが大切です。また、保護者との対話も必要です。 

 

まとめた実践について、多くの人に意見を求め、協議していくことが大切です。新

たな視点や気づかなかった事実に気づいたり、今悩んでいることが解決したりするこ

とも多いものです。 
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